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01. ボディボット 

力を強化する–消費者の76%は、インテリ
ジェントな姿勢サポートスーツが登場す
ると予測しています。

02. ガーディアンエンジェル
回答者の4分の3は、プライバシー保護技
術で、監視カメラを欺き、電子スヌーピン
グをブロックできると考えています。

03. コミュニティボット
78%は、電子監視サービスによって地域の
連携先に侵入者に関する警告を送ること
ができると考えています。

04. 持続可能性ボット
気候は今後極端になっていくでしょう- 
82%は、デバイスがデータを共有し、地
域の豪雨や猛暑について警告してくれ
ると信じています。

05. 在宅勤務者
中断されない在宅勤務 - 79%は、スマート 
スピーカーがホームオフィススペースの 
周りにノイズキャンセリングウォールを 
構築できるようになるだろうと述べて 
います。

最適な
姿勢

10大消費者トレンド2030

消費者が2030年の日常生活でコネクティッド
インテリジェントマシンに期待する10の役割

氾濫リスク： 
中

80%

55%

53分
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06. 説明マシン
10人に8人以上が、投資の処理方法を説明
する自動化された財務管理システムを予
測しています。

10. 指図するボット
約10人中7人が、ソーシャルネットワーク
AIがあなたの性格を理解し、あなたに精
神的、肉体的によい影響を与える交友関
係を構築してくれるだろうと考えています。

09. メディアクリエーター
マシンがコンテンツをキュレーションしま
す。62%は、ユーザーのゲームプレイ内容に
基づいてオリジナルゲームを作成するよう
になるだろうと考えています。

08. 悪者ボット
AR／VRユーザーの37%が、窃盗を実行し
たり、他者を攻撃するよう訓練可能な悪者
ボットを望んでいます。

07. コネクティビティの 
        「雑用係」
消費者の83%が、スマートシグナルロケー
ターが最適な接続スポットに導いてくれる
ようになると考えています。

= +
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方法論
このレポートは、今回で10年目となった、

エリクソンが長年続けている消費者トレン
ド調査プログラムから得られた洞察を示す
ものです。レポートで言及されている定量的
結果は、2020年10月に行われた、バンコク、
デリー、ジャカルタ、ヨハネスブルグ、ロンド
ン、メキシコシティ、モスクワ、ニューヨーク、
サンフランシスコ、サンパウロ、上海、シンガ
ポール、ストックホルム、シドニー、東京の住
民のオンライン調査に基づいています。

回答者は、現在AR、VR、バーチャルアシス
タントを日常的に使っているか、これらの技
術を将来使う予定の15～69歳の人々で、各
都市から最小で500名が抽出されています

（計15,658人に連絡し、うち7,627人が条件
を満たしました）。

これらの人々は、調査対象の大都市圏 
に住んでいる2億6,100万人のうち5,000万
人の市民を統計的に代表しており、これは
世界中の消費者のほんの一部にすぎませ
ん。しかしエリクソンは、次の10年のテクノ
ロジーを予想するとき、こうしたアーリーア
ダプターの意見は重要だと考えます。

コンシューマー＆インダストリーラボについて
　エリクソンのコンシューマー＆インダスト
リーラボは、イノベーションと持続可能なビ
ジネス開発のために最先端の研究と知見
を提供します。消費者、産業、持続可能な社
会の未来を探るため、科学的手法を駆使し
て、市場と消費者のトレンドに関する独自
の知見を提供します。
　エリクソンの知見は、著名な業界団体や
世界有数の大学との協力を含め、世界的な
消費者および産業調査プログラムから得ら
れたものです。エリクソンの研究プログラム
は、40数か国における毎年10,000人を超え
る人々への聞き取り調査を含みますが、こ
れは統計上11億人分の意見に相当します。

すべてのレポートは以下でご覧いただけま
す。
www.ericsson.com/consumerlab
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コネクティッドインテリジェントマシンの
時代にようこそ

2030年までに、日常生活のどのような役割を
機械に期待できるのでしょう?

朝目覚めると、あなたの毎日が爽快に変
化していたらどうでしょう。そして、その期待
感の一部があなたの家にあるデバイスが生
み出すものだったらどう思いますか。これら
のデバイスは、あなたのルーティーンを標準
化してあなたの好みを代わり映えのしない
つまらないものにしてしまうのではなく、そ
の選択肢に知性や創造性をも追加してくれ
ます。

昨晩あなたはあまりよく眠れなかったの
で、スッキリ目覚められるよう、今日のシャ
ワーの温度は少し低めに設定されていま
す。コーヒーも濃い目です。さらに驚くこと
に、よく眠れるよう体調を整えるため、クロ
ワッサンが全粒粉パンに置き換えられまし
た。

仕事のある一日は、自動化された業務ア
シスタントから業務概要の説明を受けるこ
とから始まります。その間、あなたが先週経
験した身体の痛みが再発しないようオフィ
スの椅子の位置が調整されます。仕事が終
わると、あなたが探していたソファにぴった
りだと、あなたと相手の知的エージェント同
士が判断したソファを販売する、それまで知

らなかった少し離れた近隣住人宅を通り掛
かります。あなたはマシンが交渉した価格で
そのソファを購入しました。帰宅すると、自
動化された財務アドバイザーが休暇の計画
をサポートし、予算内に収めながらもあな
たの家族に最適なプランの予約を提案して
くれます。夜が深まると、あなたは、自身の
政治的見解の再考をそっと促す、インテリ
ジェントにキュレーションされたテレビ番
組を見ながらゆったりした時間を過ごしま
す。多様な視点から物事を考えることは楽
しいものです。

将来のあなたの一日はこんな感じにな
るのでしょうか。エリクソンリサーチでは、AI
とセルラー通信技術の進歩により、コネク
ティッドインテリジェントマシン同士が未来
のネットワーク全体で安全に通信できるよ
うになると考えています。その過程で、イン
テリジェントマシンにより、世の中がこれま
で以上にあなたの暗黙のニーズに対応して
くれるようになるのではないかと思います。

機械が知的になりつつあるとは言っても、
それは必ずしも、腕や脚を持ち、親しみを込
めた笑顔を見せてくれる人間のような外見

になるということではありません。単に人間
よりも非常に迅速かつ論理的に物事を遂行
する顔のないシリコンの抽象的な作品とな
るだけかもしれません。

いずれにせよ、それらは根拠もなくただ
あなたの気まぐれに従うだけの、無分別な
自動化された機械や召使いではない可能
性があります。

この調査では、14の異なるカテゴリーで、
人間中心のものからより合理的観点のもの
までを含んだ八つのコネクティッドインテリ
ジェントマシンのコンセプトとして、計112の
コンセプトアイデアを回答者に提示しまし
た。

この調査結果は、回答者が今後10年間で
コネクティッドインテリジェントマシンが消
費者の日常生活の中で果たすであろうと考
える様々な役割の要約です。あなたも同じ
考えでしょうか。コネクティッドインテリジェ
ントにはどのような未来が待っていると思
いますか？
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ボディボット

コネクティッドマシンは、消費者を肉体的、
そして精神的に強化することが期待されています。

「外骨格」という言葉は非常にハイテク
に聞こえるかもしれませんが、実はあなた
が想像できる最も古いものの一つです。生
物は、先カンブリア紀にまで遡る古代から
自身の体を支え、保護するために外骨格を
使用してきました。そして人間は体の動きを
サポートするために19世紀後半からそれら
を使用しています。しかし、外骨格が日常生
活の一部になるのは、低コストのAIチップ
や新しい軽量のバッテリー技術、低遅延5G
ネットワークが登場した今でこそ可能なこ
とかもしれません。

10人中6人が、2030年までに自宅の修理
を補助したり、どんな物でも運べる力を提
供する外骨格スーツ（パワードスーツ）が利
用可能になると考えていますが、世界の都
市圏に住むアーリーアダプターは、これと
は異なる別の利点がより重要になるだろう

力を強化する

と予測しています。76%もの回答者が、日々
の活動を行う際に正しい姿勢を維持するの
を助けるインテリジェントな姿勢サポート
スーツが登場するだろうと述べています。さ
らに、うち半数の人が、自分自身でもそのよ
うなスーツを使いたいと考えています。

肉体的な力よりもウェルネスを重視する
この現代的な考え方はまた、71%の回答者
が、パーソナライズされた料理のレシピを調
理器具に送信してくれる、軽量かつ折りた
たみ可能なエクササイズマシンが将来的に
実現すると考えていることにも反映されて
います。

興味深いことに、現代の都会人は、力と
は、主に自分の周りの技術を制御する能力
であると考えているようです。したがって、回
答者の71%は、2030年までに、話す内容を
すべてをコードに変換し、あらゆるデバイス

を人間がプログラミングできるようにする
AIアシスタントが登場だろうと予測してい
ます。あなたの思考によって究極の身体強
化が実現できるかもしれません。

ボディボットを使用したい人のうち10人
に4人が、第三者とデータを共有しないデ
バイスを持つことが高いステータスを示す
と考えています。これに対し、ボディボットが
2030年までに実現されないだろうと考える
人のうち、第三者とデータを共有しないデ
バイスを持つことが高いステータスを示す
と考える人は17%にとどまりました。
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ガーディアンエンジェル

近い将来、保護技術の利用の急増が予想されます。

人生にこれから多くの予期せぬ危険が
待ち受けていると考えた時、多くの人が自
身を守るための技術を使用することを考え
るでしょう。実際、回答者の30%は、私たち
が提示した八つのガーディアンエンジェル 

（保護技術）の概念がすべて2030年までに
実現するだろうと信じています。

具体的には、75%もの回答者が、2030年
までに、盗まれたり貸したまま返却されて
いない物を見つけられるネットワーク化さ
れたアイテムトラッカーが利用可能になる
だろうと述べています。また、こういったタイ
プの接続されたインテリジェントな保護技
術は、ほとんどの人が自分自身で使用した
いと考えている技術でもあります。あなた
の持ち物すべてに「私の携帯電話を探す」
のような機能が備わっていると考えると、そ
れがどのような未来になるかを想像しやす
いでしょう。

しかし、データは私たちにとっても重要で
あり、その重要性は確実に今後10年で増大
するでしょう。回答者の4分の3は、デジタル
フットプリントを減らし、監視カメラを欺き、
電子スヌーピングをブロックするように個
人デバイスを調整するプライバシー保護技
術が10年後には実現するだろうと考えてい
ます。同時に、人が物を追跡できるように、
物が人を追跡することも可能です。そのた
め、回答者の70%が、接続を利用して人を
追跡し、あらゆるものから人を守ってくれる
デバイスが登場するだろうと予測している
のも納得できます。

しかし、もしあなたが警戒されている側
である場合はどうでしょう。回答者の3分の
1が、何らかの悪事を働いている疑いのある
家族や近隣住民や他の人々を監視するた
めのオンライン監視データを収集する人工
私立探偵を利用したいと考えています。興
味深いことに、約3分の1の人が、そのような
保護技術が自身にも悪影響を及ぼす可能
性があると述べています。その観点から見
ると、ネットワーク化されたアイテムトラッ
カーはより信頼性が高いようで、回答者の
53%が自分自身でも使用したいと考えてお
り、悪影響を及ぼす可能性があると考えて
いる人は17%にとどまりました。

しかし、他のすべての保護技術ボットに
おいて、より多くの負の副作用が示されまし
た。例えば、回答者の約4分の1は、他人の
ナノボットとデータを交換することで癌やウ
イルスと戦うために血流中に置かれるナノ
ボットは自身に悪影響を及ぼすかもしれな
いと考えています。その反面、ほぼ半数がそ
ういった技術を使用したいと考えていまし
た。

興味深いことに、これらの保護技術の利
用を望む人のうち3分の2もの人がそのよう
な技術が自身に悪影響を及ぼすかもしれ
ないと考えていました。

あなたを監視する

75%
回答者の4分の3は、プライバシー保
護技術が、デジタルフットプリントを減
らし、監視カメラを欺き、電子スヌーピ
ングをブロックするように個人デバイ
スを調整することになるだろうと考え
ています。



コミュニティ
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コミュニティボット

技術連携が可能であれば、
地域は発展します。

　欺けないなら、連携しましょう。そしても
し、保護技術があなた自身に対して使用さ
れる可能性があるなら、あなたの周りにい
る他人と手を組むことは非常に分別のある
方法かもしれません。78％もの人が、2030
年までに、自分の家を守るだけではなく、侵
入者がいる場合に近隣の他の監視システム
にも警告を送ることができる電子監視サー
ビスが登場するだろうと考えるのはそのた
めかもしれません。
　しかし、都市化が続く中、世界の主要都
市は他にも多くの課題を抱えており、多くの
地域が良い環境を維持するのに苦労して
います。コネクティッドマシンが共同で近隣
を守ることができれば、より多くの利点が生
まれる可能性があります。回答者の74%が、 
2030年までに、自律的に共同で地域の共用
エリアをメンテナンスしてくれる芝刈り機な
どのガーデニングデバイスが登場するだろ
うと考えています。
　ソーシャルネットワーク上で友人になると
いった抽象的な方法だけでなく、物理的に
自身が住む地域で協力し合うために技術が

地域で連携する

使用される未来を想像してみてください。コ
ミュニティを真に活気づけるには、自動化さ
れたサービスだけでなく、人間同士のインタ
ラクションが必要です。しかし、こういったシ
ナリオにおいてマシンが活躍する余地は、ま
だ十分にあります。一例として、AIで計算し
た価値に基づいてコミュニティメンバーが 
物々交換できるシステムがあげられます。約
10人に7人が、最先端の技術を使って持続
可能なライフスタイルを実現し、コミュニテ
ィの団結力を高めることが10年後には現実
になると考えています。
　しかし、このようなシステムが機能するた
めには、実際の物々交換プロセスにおいて、
システムのユーザーは、自身がボットとして
表現されることを許可する必要があります。
偶然にも、接続されたコミュニティボットを
使用したいと考える人の43%は、より一般
的なレベルで、自分の代理となって行動でき
るデバイスに自分のアイデンティティを委ね
てもいいという考えを既に持っています。こ
れには、家賃の交渉やクレジットカードの使
用、または代理投票なども含まれる可能性

があります。しかしおそらく一番決定的なコ
ミュニティボットは、AIと統合された住民自
身でしょう。現在、日常的にAR/VRを使用す
るユーザーであるという意味で既に仮想世
界に住んでいる人の約3分の1は、自身の心
と意識をアップロードし、自分自身がAIにな
ることが想像できると述べています。これに
対し、AR／VRを使用しておらず今後も使用
する予定もない人では、同様の回答をした
人は10人に1人にとどまりました。 

78%
消費者の約10人に8人が、侵入者が
いる場合に自身の家を守り、コミュニ
ティの他の監視システムにも警告を
送ることができる電子監視サービス
を予測しています。
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嵐を切り抜ける

82%
消費者の82%が、スマートフォンや
ウェアラブルは、全員の個人デバイ
スとデータを共有することで、地域
の豪雨や猛暑に対する警告を発す
ることができるようになるだろうと
考えています。

50%
消費者の半数が、新しい汚染物質に
対応し、新しい浄化スキームを継続
的に学習する浄水装置を望んでいま
す。

持続可能性ボット

気候危機が日常生活を脅かしている今、
技術は新しい役割を果たす必要があります。

気候危機と、それが将来の世代に何を意
味するかを考えるとき、行動を起こすことが
非常に困難に思えて意気消沈しがちです。
しかし、依然として化石燃料に依存してい
るこの社会において重要なことの一つは、
エネルギー使用量を制限する方法を見つ
けることです。84％もの人が、2030年まで
に、スマートフォン、ウェアラブル、家庭用デ
バイスが、他のすべてのデバイスと電力を
共有しオフピーク時にのみ充電することで
電力を節約できると予想しています。

別の方法として、持続的に家庭で発電す
ることが考えられます。これは確かに実行
可能な選択肢かもしれません。実際、83%
の人が、太陽、動力、雨、廃棄物などの複数
の供給源からエネルギーを生成する自己
充電電池が2030年までに利用可能になる
と考えています。既に10人に6人が自己充
電バッテリーを使用したいと述べているこ
とからも、自立持続可能なエネルギー源に
対する需要は高まることが予想されます。

全体として、省エネルギー化への関心は高
く、半数以上の人が他のデバイスとエネル
ギーを共有するデバイスを使用したいと考
えています。

しかし、気候危機がエネルギー消費の問
題よりはるかに幅広い問題であることは明
らかです。例えば、多くの人にとって、日常生
活の中で極端な天候に対応していくことも
重要な課題です。82%の人が、スマートフォ
ンやウェアラブルは、今後10年のうちに、全
員の個人デバイスとデータを共有すること
で、地域の豪雨や猛暑に対する警告を発す
ることができるようになるだろうと考えてい
ます。

最後に、水の確保に対する懸念も既に高
まってきています。半数の人が、2030年まで
には、他の浄化器とデータを共有すること
で、新しい汚染物質に対応し、新しい浄化ス
キームを継続的に学習する浄水装置を使
用したいと述べています。
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在宅勤務者

在宅勤務では柔軟な技術への需要が増します。

コロナウィルスによるパンデミック下で、
在宅勤務は世界中の主要都市の多くの人
々にとって新しい日常となりました。強制的
に孤立させられていると感じる人もいるか
もしれませんが、一方で、長い通勤時間か
ら解放されて生み出された時間はまさに
恩恵であると考える人もいます。しかし、す
べての回答者が潜在的に同意するだろうと
思われることは、ホームオフィスが、これま
では考えていなかった新たな課題を提起し
ているということです。

その課題の一つはコストです。84％の人
が、2030年までに、コーヒーや料理などの
関連電力使用量を含めた、在宅勤務で使用
した電力を計算するスマート電気メーター
が登場すると予測しています。

もう一つの課題は、信頼できる方法で作
業時間を集計することです。このため、10人
に8人が、すべてのデバイスに接続し、自動
的に在宅勤務時間を報告するタイムトラッ
カーが実現されるだろうと考えています。し
かし、もっと頭の痛い課題は、スペースが非
常に高価な密集した都市部において、より
恒久的な形で在宅勤務をする場所を見つ

中断されない在宅勤務

けることかもしれません。その結果、家族間
でお互いの作業を妨害しないよう、異なる
活動モードの切り替え機能を重視したホー
ムテクノロジーの必要性が一層高まってい
ます。一例として、通話に集中できるように
ホームオフィススペースの周りにノイズキャ
ンセリングウォールを構築するスマートス
ピーカーがあげられるでしょう。79%もの
人が10年後にはこれが利用可能になると
考えており、このような高度に適応性の高
い製品の強い将来性が示されています。

現在のオフィススタッフの大きな割合を
占めるホワイトカラー労働者は、将来的に
自身がコネクティッドインテリジェントホー
ムオフィス機器を使用するだろうと最も強
く考えています。前述したスマートスピー
カーと電気メーターは、それぞれホワイト
カラー労働者の54%が使用すると予想し
ていますが、それ以外に、ホワイトカラー
労働者はとりわけスマートワークライフバ
ランスプランナーの利用に興味を示して
います。実際、約半数の人が、イライラや
妨害を最小限に抑えるために、家族全員
のホームアクティビティのプランニングが

できるのであれ ばそのようなプランナー
を使用したいと考えています。同時に、ホ
ワイトカラー労働者は、他の労働者よりも
ホームオフィスボットにより多くの問題を感
じていることも指摘しておく必要があるで
しょう。例えば、ホワイトカラー労働者の4分
の3が、勤務時間中に仕事に関係のない活
動を行った場合に雇用主に警告するワーク
トラッカーが将来的に使用されるだろうと
考えています。しかし、彼らの3分の1以上が
これが自身に悪影響を及ぼすだろうと述べ
ています。同様に、自動勤務時間トラッカー
が今後10年以内に使用されると考えてい
る人の4分の1が、それが自身に悪影響を
及ぼすとだろうと述べています。

全体として、10人中9人の労働者が何ら
かのコネクティッドインテリジェントホーム
オフィスボットを使用したいと考えていま
す。同時に、約10人に6人が、そのような技
術が自身に悪影響を及ぼす可能性がある
と考えています。在宅勤務は、仕事に関連す
る問題を解消してくれるわけではありませ
ん。単に新たなスタイルが加わるだけなの
です。
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説明できるマシン

説明マシン

消費者に限って言えば、AIは
Alien（異質な） Intelligenceかも
知れません。これは変えていく
必要があります。

多くの人にとって、機械がどのように判断
しているか理解することはほぼ不可能です。
したがって、技術が自分自身を説明するよう
になることへの需要が生まれます。最初に思
い浮かぶ技術は、もちろんスマートフォンで
す。86%の人が、2030年までに、スマートフォ
ンのアプリが、収集したデータとその使用方
法を説明するようになると予想しています。
しかし、それは現実的なことでしょうか。これ
らのアプリがあなたの個人データをどのよ
うに使用しているかを詳しく知れば、あなた
はそのアプリの使用を制限したくなり、結果
的にアプリ製作者の収入源を減らすことに
なるでしょう。

しかし、バーチャルアシスタントを日常
的に使用しているという意味において既に
スマートフォンとの会話を始めている人の
46%は、2030年までに、AIデバイスが何を
しているかを説明することが法律で義務付
けられるだろうと述べています。彼らが、現
在バーチャルアシスタントを使用しておらず
今後使用する予定もない人（このうちそう

いった法律が制定される可能性があると考
えている人は32%のみ）よりも技術に精通
していることを考えると、実際、これはあり
得ることかもしれません。

また、財務状況も、多くの人が把握するの
に苦労する分野としてよく挙げられます。10
人中8人以上が、自分の投資した資金がど
のように取り扱われているかを説明する自
動化された財務管理システムが登場するだ
ろうと予想しているのも意外なことではあ
りません。

しかし、説明できるボットが克服すべき新
しい分野も生まれています。想像してくだ
さい。あなたは観光旅行に来ていて、ガイド
が、今通り過ぎた公共建築物が立てられた
時期や、隣接する教会の尖塔の高さを説明
しています。すると、なぜかそのガイドは、あ
なたの目の前に自転車に乗った人がいて、
また、道を渡ろうとしている児童が9歳から
11歳くらいに見えるので、交通状況を確認
せずに突然飛び出すかもしれないと説明
し始めました。そして最後にガイドは、この

時間帯はラッシュアワーで、街の混雑した
エリアに入ったため、ここからはご自分で
運転してくださいと言うのです。 ここまで来
てあなたは、このガイドがあなたに話しか
けている車そのものであることに気づくで
しょう。実際78%の人が、2030年までに、自
動運転車両は運転の意思決定をユーザー
に説明できるくらいの落ち着いた交通量の
時のみ運転を行うようになると予想してい
ます。

自己説明する電話アプリや財務管理シス
テムや自動車が10年後には登場すると考え
る人のうち、およそ半数がこれらの技術を自
分自身で使用したいと考えていました。しか
し、これらの説明ボットはすべて、現在バー
チャルアシスタントを使用しておらず今後使
用する予定もない人に比べ、バーチャルアシ
スタントを使用しているユーザーからより高
い支持を得ていました。これは技術に対する
会話的なアプローチが、情報を把握し続け
るための良策である可能性を示しています。
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コネクティビティの「雑用係」

消費者は、2030年までに現在のスポット的な
コネクティビティは消滅すると予想しています。

　昨年は、世界中の消費者にとって、現在の
社会インフラとしてコネクティビティがどれ
ほど重要であるかがとりわけ明らかになっ
た年でした。しかしながら、依然として多く
の人が課題に直面しており、携帯電話ネット
ワークのカバレッジも必ずしも完璧とはい
えません。しかし消費者は、今後、デバイス
があらゆる信号にインテリジェントに適応
し、携帯電話、Wi-Fi、固定接続をシームレス
に使用できるようになることを期待してい
ます。実際、40%の人が、質問した八つのコ
ンセプトすべてが2030年までに利用可能に
なると予測しており、他のどのコネクティッ
ドインテリジェントマシンタイプよりも、コネ
クティビティに対する期待は高い状態です。
　日常的にAR／VRを利用するユーザーか
らの期待はさらに高く、おそらくAR／VRへ
の高い性能要件から、彼らの47％が今回
質問したすべてのコネクティビティの「雑用
係」が10年後には実現するだろうと予想し
ています。
　現在、AR／VRアプリケーションは主に屋

内で使用されています。86%もの人が家庭
でのコネクティビティが大幅に向上すると
予想しており、必要な設定をすることなく、
デバイスをファイバー、ケーブル、5G、Wi-Fi
に自動的に接続してくれるアクセスポイン
トも具備されるだろうと考えています。
　ホームコネクティビティがシームレスに
なれば、次は街中が対象となります。2030
年までの実現が2番目に多く期待されてい
るサービスは、混雑したエリアでも最適な
カバレッジを確保できるスポットにあなた
を導くスマートシグナルロケーターです。事
実、83%の人が2030年までにこのサービス
が実現されると予測しています。
　しかし、あなたがいる場所に関わらず、イ
ンテリジェントマシンはコネクティビティを
向上させられるはずです。このため、10人中
8人が、同時期に、デバイスのパフォーマンス
をインテリジェントに向上させるネットワー
クベースのデバイスアクセラレータが登場
すると考えています。 
　2019年のトレンドレポート「The Internet 

of Senses」で述べたように、AR／VRは
2030年までに大きく進化し、触覚、嗅覚、さ
らには味覚までも表現できるようになる可
能性があります。そのためには、ユーザーが
非同期的な触覚体験や悪心を引き起こす
ネットワーク遅延に悩まされないよう、コネ
クティビティが一層インテリジェントになる
必要があります。日常的にAR／VRを利用す
るユーザーは、95%が自分自身も接続ボット
を使用したいと述べていることからも、このよ
うな問題に一層敏感なのかもしれません。し
かし、10人中6人が、コネクティビティの「雑
用係」が自身に悪影響を及ぼす可能性があ
ると考えていることも注目すべきでしょう。
一方で、AR／VRを使用しておらず今後使
用する予定もない人ではこの数字は37%
にとどまっています。これは、コネクティビテ
ィ強化の正確な方法と、個人データの取り
扱い方法などが、依然として最重要課題で
あることを示しています。

常に最高の接続を
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連携できないなら欺こう

悪者ボット

不愉快な技術の使い方を、
チャンスと考える人もいます。

「甲の薬は乙の毒」という16世紀の古い
ことわざがあります。これはこれまで同様、
デジタルの世界でもまた真実なのです。他
人の幸せを望まない人は、デジタル技術を
使用して人に様々な脅威を与えます。言い
換えると、デジタル製品は、潜在的に、また
は明確な目的を持って、害を及ぼす可能性
とともに提供されるのです。ここではそれを
悪者ボットと呼びますが、93%の人が、2030
年までに少なくとも一種類はこのようなも
のが登場するだろうと予想しています。

このために警戒が必要となるかもしれま
せん。結論から言うと、日常的にAR／VRを
利用するユーザーは、おそらくデジタル領域
間をローミングすることにすでに快適さを
見出しているため、これをチャンスと考えて
いる可能性があります。このグループの3分
の2もの人が、自身の目的を果たすために
悪者ボットを使用したいと考えています。一
方、AR／VRを使用しておらず今後使用する
予定もない人の場合は4分の1でした。

実際、最も求められている悪者ボットは、
その所有者によって路上で強盗をしたり人
を襲ったりするよう訓練されたロボットであ
り、現在AR／VRを利用しているユーザーの
37%が将来使用したいと考えています。さら
に、彼らのほぼ4分の1が、クレジットカード
やスマートカードを乗っ取り、車の電子ロッ
クをこじ開け、自動販売機を空にし、スマー
トフォンのハッキングを行うためにAIデバイ
スを使いたいと考えています。そして、ゾッと
することに、同じくらいの数の人が、逮捕さ
れた時にその所有者とやりとりできるよう
軍事グレードの暗号化を用いた、ドラッグや
盗品の販売ボットを使用するだろうと考え
ています。技術は中立であるという人もいる
かもしれませんが、いずれにしても、人はそ
うではないようです。

回答者の77%によると、2030年に存在す
る可能性が一番高いと考える悪者ボットの
コンセプトは、ユーザーに知られることなく
侵入してログイン情報をすべて乗っ取るた

めに、ユーザーのデバイスの挙動を学習す
るハッキングボットのネットワークです。

さらに、4分の3の人が、ユーザーのオン
ライン行動、ビデオ、写真の分析を利用し
てパーソナライズされた攻撃で詐欺を働く
ネットワーク化されたフィッシングボットも
出現するだろうと予測しています。

これらの予測に基づくと、AIのための標
準化された倫理フレームワークの必要性は
これまで以上に急務であると思われます。

77%
消費者の10人に7人以上が、ユーザー
に知られることなくデバイスの挙動を
学習して乗っ取るハッキングボットネッ
トワークが出現すると予測しています。



あなたのカスタムゲーム

= + +
80%

14 エリクソン | 10大消費者トレンド2030

メディアクリエーター

消費者は、マスメディアが2030年までに
一層自動化の影響を受けるだろうと予測しています。

今日、自動化されたボットは既に他言
語間でウェブサイトを動的に翻訳したり、
ニュース記事を収集、編集したりしていま
す。しかし、2030年までの間に、一層デジ
タル化が進むマスメディアは引き続き主
に人間の手によって作られ続けるのでしょ
うか。それともコネクティッドインテリジェ
ントマシンがより大きな役割を果たすよう
になるのでしょうか。

世界の主要都市における消費者技術の
アーリーアダプターを対象とした私たちの
分析によると、実際に人間と機械の間にメ
ディア制作競争が起こっていることを示し
ています。しかし勝者を決めるのは時期尚
早です。私たちが質問した八つのメディア制
作コンセプトの半分以上において、5人に1
人がAIよりも人間を好んでいますが、人間
よりもAIを好む人の割合も5人に1人でし
た。

音楽においては、私たち人間が依然とし
て好まれており、65%の人が、ポピュラー音
楽の作者およびパフォーマーとして人間を
好んでいます。興味深いことに、特筆すべき

あなたのコンテンツをキュレーションする 

はAR／VRユーザーで、彼らのうちAIを好
む人の割合は47%にも上っています。これ
はおそらく昨今のVRのリズムゲームの人気
の影響によるものでしょう。しかし、メディア
制作は音楽以外の分野でも依然、人間の
創造性の領域であり、60%が人間の映画プ
ロデューサーを好んでいます。

対照的に、62%の人はゲーム機自体が
これまでのゲーム挙動に基づいてオリジ
ナルゲームを作成してくれることを期待し
ています。さらに、57%は、人間の営業担当
者に問い合わせる代わりに、直接広告にア
ドバイスを求められるようになるとよいと
考えています。例えば、ジム入会の広告が、
トレーニングシューズやワークアウト用の
ウェアに関するアドバイスを行うことが考
えられます。

しかし、特にキュレーションに関してメ
ディアがますます自動化されるという考え
は広がっています。4分の3が前述のアドバ
イスを提供する広告が2030年までに実現
すると考えているだけでなく、同じくらい
の数の人が同時期までに、音楽、映画、書

籍、ゲーム、ニュースに関する完全にパー
ソナル化したメディア体験をキュレーショ
ンするメディアブローカーが出現するだろ
うと予想しています。

また、これは2030年までに存在する可能
性が最も低いコンセプトと予想されてはい
るものの、10人に6人が、ヒットチャートで
人間を上回る人工ミュージシャンが登場す
るだろうと予想しています。

62%
消費者10人中6人が、ユーザーのこ
れまでのゲーム挙動に基づいてオリ
ジナルゲームを作成してくれるゲー
ム機を望んでいます。
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あなたのために決定を下す

指図するボット

機械が日常生活で私たちにアドバイスを与えるのが
一層上手になってきました。―少し上達しすぎかも？

私たちの電子デバイスは私たちに関する
より多くのデータを収集するようになりまし
た。そして時の経過とともに、電子デバイス
は私たちの挙動について私たち自身よりも
深く知るようになります。人間は忘れっぽい
生き物ですが、コネクティッドインテリジェ
ントマシンはほぼ無限のメモリを持ち合わ
せています。その結果、多くの人にとって、自
分でアクションの選択肢を考えるよりもデ
バイスのアドバイスをそのまま聞き入れた
方が役立つというレベルにまで、自動化さ
れた技術からのアドバイスの質が高まるで
しょう。

機械から与えられるアドバイスの多くは
特に議論の対象にはならないでしょう。例
えば、76%の人が、家族間で共有している
電子デバイスや個人の電子デバイスを家庭
で最適に利用できるようガイドするAIホー
ムマネジャーが2030年までに使用できるよ
うになると考えています。これによって、寝
過ごしたり、いつもより長めにシャワーを浴
びたりした朝には、コーヒーマシンが事前
設定された時間より遅めにコーヒーを淹れ

てくれるようになるかもしれません。
しかし、アドバイスによっては、あなたのコ

ネクティッドインテリジェントデバイスがあ
なたに偉そうに指図をしているように感じ、
非常に煩わしく感じることもあるかもしれ
ません。74%もの人が、外出時のアルコール
摂取量を記録し、飲み過ぎた時はお金や車
のキーをブロックするウェアラブルが登場す
ると予測しています。

これは職場にも当てはまるかもしれま
せん。職場にAIアドバイザーを設置したい
と述べた人の割合は27%で、設置したくな
いと述べた人の26%をわずかに上回って
いるにすぎません。興味深いことに、ホワイ
トカラー労働者は他のグループよりも意欲
的で、31%がこの考えに同意しています。対
照的に、この考えに同意する学生はわずか
21%で、若い世代は現役労働者よりもイン
テリジェントな技術にあまり魅力を感じて
いない可能性があることを示しています。

このような技術に関する意見の相違は、

今後さらに分極化する可能性があります。
現在AIアドバイザーを職場に設置すること
を希望する人のうち71%は2030年には意
欲がさらに高まると考えています。一方、現
在職場へのAIアドバイザー設置を希望して
いない人のうち61%は、2030年までにその
意欲はさらに低下すると考えています。

このような課題を考えると、10年後には
あらゆる場所にAIが設置されていて、人間
はますます重要な仕事をしなくなるだろう
と考える人が10人に3人であることにも納
得がいくでしょう。おそらく、その時までに、
同じくらいの数の人が、自身のパーソナル
AIアシスタントをオフにすることが、若者が
親の言うことを聞かなくなることで自立心
を見せるのと同じ意味を持つと考えるよう
になるかもしれません。

しかし、同時にポジティブな兆候も見ら
れます。例えば、10人に7人は、2030年まで
にソーシャルネットワークAIがあなたの性
格を理解し、あなたにとって精神的、肉体的
によい影響を与える交友関係を築いてくれ
るだろうと考えています。
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